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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、まず世紀転換期における特徴的な国民規範形成のプロセスの検証がなされた。

日本における「青年」の構築と組織化、アメリカでの性にかかわる問題、ドイツにおける「少

子化」問題、イギリスでの黄禍論や「武士道」概念といった焦点を浮かび上がらせ、それらが

同時代の世界との緊密な関係のうえに登場したことが検証された。他方、国民規範が企図した

社会秩序の安定化については、必ずしも果たされたわけではないことも明らかにされた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
    This project studied how Japan, the United States, Germany, and the Britain 
defined and transformed respective nationality in the turn of the twentieth century.  

In particular, it paid attention to the role of “youth” concept and social 
organization in Japan; gendered norms in the United States; declining birthrate in 
Germany; and the Yellow Peril fever and the circulation of “bushido (Japanese 
samurai’s code of honor)” idea in Britain. These topics demonstrate how deeply 
transnational network of thoughts and information affected seemingly distinctive 
nature of each nationhood. Meanwhile, it is noteworthy that those norms did not 
always help stabilize social orders of those nations. Given their trans-national 
developments, those ideas unintentionally yet often imposed questions on what the 
nationhood meant. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究を分担する 4 名は、これまで個別に

日本・英国・米国・ドイツの世紀転換期の政

治文化に関する歴史研究に取り組んで来た。

その経緯のなかで、各自が眼を向けてきたの

は、国民統合の問題と性や人種・民族といっ

たカテゴリーが各国の政治文化において占

める位置や果した役割、その変動過程である。 

加藤千香子は、日本社会の近代化過程と国

民化の問題を地域社会の側から検証する研

究を進め、地域社会近代化の担い手としての

「公民」の形成と「他者」への差別的なまな

ざしについて注意を向けてきた。松原宏之は、

20 世紀初頭の米国を対象とし、人種・階級・

ジェンダーの視点から具体的な政治文化構

造の変容過程の解明に取り組んできた。橋本

順光は、世紀転換期の英国社会において影響

力を広げたオリエンタリズムや黄禍論に関

する研究蓄積をもつ。小玉亮子は、ドイツ近

代のジェンダー構造を問題としてきた。 

 本研究メンバーは、横浜国立大学の教養教

育・総合領域科目「差異を生きる」の担当や、

公開講座「ジェンダーと家族」での企画運営

を行う中で研究・教育の緊密な交流を行い、

問題意識の共有を進めてきたが、その過程で

各自が取り組む一国史の枠組みを超え、比較

やトランス・ナショナルな視点を打ち出す歴

史研究を構想した。 

 
２．研究の目的 

本研究は、19 世紀末から 20 世紀初めの世

紀転換期を中心にすえながら、近代世界の社

会像をトランス・ナショナルな視点からとら

える構想の一環をなす。具体的な目的は以下

の２点である。対象とした４国は日・英・米・

独である。 

(1) 第一の目的は、各列強諸国内で対外戦争

を契機とする愛国主義の高まりとかかわっ

て構築される国民・市民規範について明らか

にすることである。国民国家的統合は当該期

の各国で格段に進んだが、それを支えた国民

道徳や国民規範にかかわる言説がどのよう

につくられたのか、そのプロセスと内容を検

証することを課題とした。特に留意するのは、

各国の国民道徳や規範にかかわる言説が、一

国内にとどまらず、連鎖・波及を伴って共時

性をもって世界規模で展開し相互関係性を

もっていたことである。 

(2) 第二の目的は、そのような愛国主義の高

まりや国民道徳・規範言説の形成が、各国の

社会においてどのような影響をもたらし、当

時の政治文化にどのような面を刻印したの

か、具体的事例に即しながら検証することで

ある。国民・市民規範形成の動きは、「生存

競争」を正当化する社会ダーウィニズムを支

えとしながら、階級・民族・人種・性差等を

根拠とする社会の境界や、非「国民」や劣等

者といった「他者」の存在を浮かび上がらせ

ざるを得ない。まずこうした「差異」構築の

点に着目する。また、その社会的影響につい

ては、定着や浸透、同調のみならず、呼び起

こされる反発や対抗運動にも留意しなけれ

ばならず、また規範言説と実態との間の乖離

に着眼することも重要である。そのため、世

紀転換期に限定せず、以後の歴史過程を広く

視野に入れた考察を重視することとした。 
 
３．研究の方法 

全年度を通して力を入れたのは、世紀転換

期の日米英独各国における文化的・社会的風

潮についての全体像を概観するために、その

基礎となる文献収集・調査及び分析を行った



ことである。 

調査は、まず、当時各国で発行されていた

新聞、雑誌などのジャーナリズム・メディア

を対象とし、年代は、1880 年代から第一次

世界大戦をはさんで 1920～30 年代にまで及

んだ。それらのメディアに掲載された、愛国

心や国民性、国民道徳にかかわる議論だけで

なく、ジェンダー・人種・民族をはじめ「他

者」構築にかかわる言説、それらにかかわる

運動や政策についての記事を網羅的に収集

した。国内の諸大学の図書館・資料館はもと

より、合衆国・イギリスの図書館・資料館に

もおよんだ。 

さらに、そうした各自の調査結果をもちよ

り、研究交流を行いながら、成果の共有化を

はかった。 

 
４．研究成果 

(1)  日本を対象とした加藤千香子は、近代日

本で生れた「青年」概念が、日露戦争以後の

国民統合過程で大きな役割を果たしたこと

に注目するとともに、その後 1920 年代以降

の日本社会において生じた｢青年｣をめぐる

対抗・せめぎあいの過程についての検証も行

った。 

 日本における「青年」の奨励・組織化は、

青年団運動として展開されたが、それは、イ

ギリスのボーイスカウト運動やアメリカで

の YMCA の影響を受けて立案され、第一次

大戦期にはドイツ視察を行った田中義一の

下で強力に進められることとなったもので

ある。内務省・文部省の強力な奨励策によっ

て全国的に設立が進められた青年団は、「風

紀矯正」の担い手として国民道徳の涵養の主

体と位置付けられていくが、鼓舞される「青

年」像は、男性主導のジェンダー観念や老年

世代に代わる社会の担い手としての世代観

念を含むものであったことを指摘した。他方、

国民統合のための地域秩序の担い手として

の「青年」の呼びかけに呼応する主体にも注

目し、実際に展開された地域秩序変容を進め

る動きについても論じた。 

 さらに、規範としての「青年」をめぐるせ

めぎあいの様相について、1920 年代におけ

る「農村青年」運動を対象に行った。第一次

大戦後の日本社会は、急激な都市化と農村と

の間のギャップを特徴とし、それを背景とす

る農村の窮乏（「農村問題」)が社会問題化し

ていたが、「青年」には、農村社会の救済者

としての期待がかけられることとなった。近

代の道徳規範を体現した「青年」が、現実の

社会問題の中で呼びかけに応じ主体化する

なかで社会的せめぎあいを生ずる、そうした

過程について具体的な検証を行った。この課

題に関しては、西洋史学会第 58 回大会(2008)

で独・仏・ソ連・米・日本史研究者が合同で

もった小シンポ「<近代の知>をめぐるせめぎ

あい」において、分担者の松原宏之とともに

発表を行っている。 

 
(2) イギリスを対象とした橋本順光は、日露

戦争後および第一次世界大戦後の二つの時

期に注目し、国民規範をめぐる日英の相互交

渉を調査した。 

 日露戦争期については、武士道という概

念が、英国で国民規範をめぐる運動に援用さ

れたことを、本科研報告書で発表した。第一

の理由として、ボーア戦後の英国での国民国

家効率化（National Efficiency）運動を挙

げ、帝国記念日(Empire Day)運動やボーイス

カウト運動での言及に触れた。第二の理由と

して、道徳教育を宗教教育から切り離し、歴

史と体育を必修化することで、愛国心の涵養

しようとした教育改革との連動を指摘した。

なお、その文脈で重要なヴィヴィアン・グレ

イの『大英帝国衰亡史』の本文と明治時代の



翻訳とは、すでに紀要論文で復刻し、CiNii

を通じて全文公開している。 

 関連して、英国での柔道の流行を調査し、

それが女性参政権運動家の自衛策として採

用されたこと、またガンジーの無抵抗主義が

柔道の隠喩で理解されたことなどを、代表者

が編集する書籍で発表した。日露戦争につい

ては、脚気による多数の死者のため批判が多

い日本軍の衛生政策が、病死者が戦死者を下

回ったとして、むしろ英米で過大に評価され

た経緯を明らかにした。その際に、アメリカ

の従軍記者と日本人協力者が、大きく関係し

た事を指摘した。この点については、今後、

別途、発表する予定である。 

戦間期については、H・G・ウェルズの『世

界史概観』(1920）をとりあげ、シンポジウ

ム報告書で発表した。ウェルズがいう「世界

市民」への善導のために「世界史」が召喚さ

れた衝撃と同時に、それが古典語の必修廃止

などの教育改革や、一国史観をめぐる同時代

の歴史家の論争といった伏流する運動と連

動していたことを指摘した。あわせて、これ

らウェルズの楽観に対してジョージ･オーウ

ェルの反論がすでによく知られているが、そ

のアメリカ論批判が不正確であり、ほぼ同じ

反論がすでに歴史家のクリストファー･ドー

ソンによってなされていた事実を発掘した。 

 

(3)  アメリカを対象とした松原宏之は、20

世紀初頭の性衛生学・社会衛生学が、一方で

国民の規律を進めつつ、他方で国内外の諸潮

流と干渉しあう複雑さに着目した。 

このとき性衛生学は、アメリカの秩序・社

会関係への挑戦を支持する役割を担いすら

する。性衛生学・社会衛生学運動の展開を、

ニューヨーク・シカゴを中心とする 1910 年

代アメリカ国内でたどると、それは都市民の

社会生活へと介入する絶好のテクノロジー

ともみえる。しかし国外や、アメリカ国内で

あっても地域や都市や担い手の多様性をみ

てみると、性衛生学の意味や役割が異なるの

がうかがえる。ことによっては干渉を呼び込

み、それはアメリカにおける秩序の壊乱要因

ともなっていく。国内外をまたぐ「トランス

ナショナル」な視点を導入すると、性衛生学

は均質で一体的な近代空間を想定したとき

とは異なる多義的なふるまいを見せるので 

ある。 

 本科研報告書に寄稿した論考では、一次大

戦期にアメリカ政府が後押しした性病予防

キャンペーンが、ソーシャルワーカー、女性

行政官、女性医師たちに全国的な活躍の場を

思いがけず提供する過程をあきらかにした。

健全な兵士をヨーロッパ大陸に送り出すと

いうウィルソン政権の国際公約が、国内にお

いて女性オフィサー、ワーカーらが社会衛生

学を領有して自らの地位向上を可能にして

いく。そのことが、医科学的権威のありかや、

社会政策の担い手とその正統性の所在につ 

いても議論を呼ぶのであった。 

 本研究の一部は、西洋史学会第 58 回大会

(2008)での小シンポジウム「<近代の知> 

をめぐるせめぎあい」において、加藤ととも

に発表を行っており、イギリス、ニュージー

ランド、サンフランシスコ・カリフォルニア

を結ぶ性衛生学の流通と変種については別

途報告の予定である。 

 

(4)  ドイツを対象とした小玉亮子は、19 世

紀末以降重視されるようになった出生率の

低下問題を中心に検討をおこなった。 

 20 世紀初頭のドイツの少子化の問題化は

多様な方面から論じられたが、その中で興味

深いのは、ドイツにとっての重大な損失であ

る少子化の原因が、ドイツの女性の在り方の

問題として議論された局面で、日本が登場し



てきた点である。ドイツの人口問題研究者が、

滞独日本人知識人の言葉をかりて、社会進出

をもくろむドイツ女性をいわば利己主義的

であるとして批判し、対して日本女性は、家

庭的であり母性的であるという議論を展開

した。非西欧女性の典型としての日本女性像

は、出産や育児をいとわない女性として、美

化されたが、それは、非職業人であり、家庭

にとどまるという点における美化であった

ことが明らかになった。1930 年代には、少

子化問題はヨーロッパ全土をまきこんで、ド

イツでは、国際人口会議が開催されることに

なるが、欧米各国とならんで、日本について

の発表もおこなわれ、人口をキーワードにヨ

ーロッパ内で日本への関心も高まっている

ことが史料からしめされ、この点については、

今後とも分析を進める予定である。 

 また、近代ドイツにおける教育の展開をジ

ェンダーの視点から分析検討もおこなった

が、教育制度にかんして、直接日独比較をお

こなってはいないが、女性の教育の高等教育

化が、男性を支える妻・母という限定の限り

での展開であったことがあきらかになり、こ

の点は、ドイツにおける人口問題をめぐる議

論と軌を一にすることが確認された。 
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